
平成18年度 府立南八幡高等学校 学校経営計画 実施まとめ

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

授業を大切にし、生徒の能力を３年間で最大限に 普通科総合選択制と商業に関する専門２学科で 学校改革を着実に進展させ、特色ある教育活動
伸ばして、進路を保障する。 そのために、生徒に は設置の趣旨に則して特色ある教育活動が展開さ の充実を図るとともに、魅力ある新学科の準備を
基礎・基本を徹底し、個性を伸ばすことにより、知 れている。平成１８年度入学生が南八幡高校とし 進める。
識・技能に加えて、学ぶ意欲や思考力・判断力まで ての最終の生徒となるが、３つのコースと専門学 (1) 一つひとつの授業を大切にする取り組みの徹
を含めた、幅広い学力を育む活動を推進する。また、科の教育活動を一層充実させ、新３年生はもとよ 底による、確かな学力の育成
基本的な規範意識と倫理観、公共心や他者を思いや り、再編校への移行期において卒業生となる２年 (2) 奉仕・体験活動や読書活動の充実による、豊
る心など、豊かな人間性・社会性を育む活動を推進 生、１年生の進路保障に向け最善を期す必要があ かな人間性の涵養
する。そうした実践を通して、教職員の資質向上に る。 (3) 保護者・地域及び校種間の連携強化による、
努めるとともに、学校の評価と公開の推進に努め、 また、平成１９年度に開設される再編校が、本 信頼される学校づくりの推進
信頼される学校づくりを進める。 校の伝統や校風を継承させた特色のある高校とな (4) 教職員相互の連携・協働体制の確立による、

るために、家庭や地域社会及び関係各校と緊密な 学校の教育力の向上
連携を図りながら、地域に開かれ、期待され、選 (5) 教職員評価の実施に基づく、授業改善を核と
ばれる学校づくりを一層推進する必要がある。 した教職員の資質能力の向上

(6) 生徒及び教職員の意識向上による、環境にや
さしい学校づくりの推進
(7) 魅力ある人間環境科の開設に向けた万全の準
備

評価領域 重点目標 具体的方策 評価 成果と課題

１ 組織運営 １ 効果的・効率的な業務 １ 高校の円滑な再編に向けて、諸準備を行うと ・京都八幡高校と連携し、再編統合に向けての
体制を確立するととも ともに、マネージメントサイクルの定着により、 準備を進めてきた。新学科の教育方針を決め
に、目標による教育管理 業務プロセスの見直しと改善・効率化をすすめ、 Ｂ たところである。今後は三年間を見通した教
を計画的に進める。 教育内容の充実を図る。 育内容の検討を進めていきたい。

２ 教育環境の整備・充実により教育の活性化を ・資源ゴミである「紙パック」の分別回収を実
促進する。 Ｂ Ｂ 施し、学年・担任の指導・協力を得て、徹底

した分別回収を行なうことができた。その結
３ 特に資源ゴミの回収を徹底し、環境数値目標 果、可燃ゴミの数量を大幅に減らすこともで
の設定による、３Ｒ（Reduce、Reuse、Recycle） Ｂ きた。
に努め、環境にやさしい学校づくりをおこなう。

・終業式や学年ｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰを利用し、防犯訓練な
４ 危機対応マニュアルの充実、計画的な危機対 どを実施した。
応訓練の実施により安全な学校づくりに努める。 Ｃ

２ 学習指導 ２ 授業評価に基づく授業 ５ 生徒による自己評価と授業評価を実施し、「わ Ｂ ・１月の教務部研修会にて、アンケート結果報
改善で、生徒の学力と教 かる授業」を創造する。 告。第１回より第２回の結果の方が良い。わ
員の指導力を向上させる かる授業の実施率も82%となった。

（研究研修） ６ 計画的に研究授業や教員研修を実施し、教科 Ｃ Ｂ
指導体制の充実と指導方法の改善を図る。 ・専任教員の実施率70.6%。

「授業の雰囲気がよい」の割合80.3%（通年）
（家庭連携） ７ 保護者等対象の公開授業を計画的に実施し、 Ｂ

授業の状況について意見を聴取する。

３ 教育課程の ３ 創意ある教育活動を展 ８ 小中高連携、コースアドバイザーによる高大 Ｂ ・予定通りのコースアドバイザーの活用ができ
編成と実施 開し、特色ある学校づく 連携及び地域連携を促進し、教育活動の拡大と た。
（地域連携） りを通して教育の活性化 深化を図る。 ・インターンシップや介護交流体験を実施し、

を図り、「生きる力」の コミュニケーション能力を高め、発表能力を
（学習指導） 育成に努める。 ９ 介護交流体験及びインターンシップを通して、 高めた。

実社会と繋がる啓発的経験を得させるとともに、 Ｂ ・朝読書は、昼休みに図書委員による放送を実



コミュニケーション能力を高める。また 研修旅 Ｂ 施した。ほんの持参率は、若干の増加がみら
行の体験発表会を実施し、共通理解とプレゼン れた。年間を通しての持参率は、33.0%であ

（読書指導） テーション能力を高める。 った。最高は5月18日の59.8%。計画通り、実
施はできた。

４ 読書活動推進計画に基 10 朝読書を計画的に実施し、図書室の利用促進 ・統合を目前に、合同で練習し、合同チームで
づき、読書習慣の定着を を 図りながら読書活動推進を行う。 Ｃ 試合に出場するなど、両校が活発に交流した。

（課外活動・ 図る。 しかし、生徒の移動の問題、施設の使い回し
特別活動） など課題が残る。

５ 部活動の活性化を図り 11 部活動での中高連携を密にし、定期的に合同練 ・通常のボランティア活動に加えて京都総文へ
課外活動を充実させて、 習を行ない部活動の活性化を図る。 Ｃ のボランティア活動も積極的に参加でき、関
ボランティア活動の推進 係者から大きな評価をいただいた。
に向けての組織等を整備 12 関係行政機関等との連携を強化し、ボランテ
し、生徒の参加を拡大す ィアバンクやボランティア手帳を活用した取組 Ａ
ることで、特別活動を充 を充実させ、生徒のボランティア参加への意欲
実させる。 を高めるとともに、その活動を評価する。

４ 生徒指導 ６ 朝の遅刻指導を徹底し 13 遅刻の状況を学年・学級別に分析するととも ・年間の遅刻数が平均１年生３．３人、２年生
基本的生活習慣の確立を に、遅刻の解消に向けた家庭と担任・学年・生 Ｂ Ｂ ５．７人、３年生１．８人であった。遅刻の
図る。 徒指導の連携による個別指導を徹底する。 多い生徒には時差登校をさせた。

５ 進路指導 ７ 「フロンティアプログ 14 各学年別の計画的なプログラムや啓発的な体 ・進路希望調査を実施し、分析及び進路相談（活
ラム」を充実し、望まし 験活動を重視するとともに、個別の相談活動や、 Ａ 動）の資料とできた。
い勤労観・職業観を育て キャリア教育を通じて、進路意識を高め、早期 Ｂ ・進路ガイダンスの実施と評価が予定通り実施

（家庭連携） 進路希望の実現を図る。 の進路目標の確立を図る。 できた。
・進学模擬テストの受験指導等（事後指導）を

15 進路指導に係る校内体制を充実するとともに、 Ｂ 実施できた。
家庭や関係諸機関との十分な連携を図る。

６ 人権教育 ８ 「グローバル人権」を 16 各学年別の体系的・計画的な人権学習を重視 Ｂ ・各学年の取り組みについては、順調に終える
充実し、豊かな人権感覚 し、人権学習教材の開発を進める。 ことができた。しかし、一部生徒の中には不
と人権尊重の実践的態度 Ａ 適切な言動があり、さらなる意識向上のため

（地域連携） を涵養する。 17 あらゆる教育活動の中で、人権尊重の輪を広げ Ａ の継続的な取り組みが課題である。
ると共に、地域社会に積極的に発信する。 ・昨年度に比して、福祉教材の貸出や福祉学習

におけるジョイント授業などの依頼が増加し
ている。これは、本校の福祉教育や人権学習
の取り組みの成果である。来年度以降も継続
的に行えるよう連携し、環境整備を行いたい。

７ 健康安全 ９ ＰＴＡと連携して、子 18 生徒の健康状態を確実に把握し、運動、栄養や ・各種検診等を確実に行ない、その結果を生徒
どもの「命と健康を守る」 歯科疾患の改善指導に努力するとともに、禁煙 Ｃ ・保護者に連絡することができ、栄養や歯科疾
取り組みを総合的に推進 指導を計画的・継続的に進める。 患の改善指導を個別的・全体的に取り組んだ。
する。 Ｃ 喫煙指導については、単発的な広報活動だけ

（生徒指導） 19 毎月１日を交通安全強化日とし、保護者との Ｃ で十分な成果をあげることができなかった。
連携により、自転車運転マナーの指導や「４な ・保護者・警察署との連携により、自転車運転
い運動」の計画的な啓発及び指導を行う。 マナーの指導を３回実施した。

８ 家庭・地域 10 広報活動を充実させて 20 広報誌の発行やＨＰの更新を計画的におこな ・副校長、新学科準備部と連携しＨＰの更新が
社会との連携 学校に対する地域社会の い各々の活動内容を紹介するとともに、教育活 Ａ できている。

理解を深める。 動に関する情報を積極的に新聞、テレビ等のマ ・山城通学圏の中学校に対しては、一定の周知
スコミに提供し、広報活動を強化する。 Ａ を図ることができたが、京都市域の中学校に

は、困難な部分もあった。今後は、少しでも
21 新高校の教育活動につながる取組を重点的に圏 Ｂ 新学科への理解が深められるよう広報に努め
内中学校や地域に広報し、新高校の教育理念の たい。
理解と浸透を図る。

南八幡高校スクールマネージメントプラン２１（10の重点目標と21の方策）


